
工芸師の制 な工 かつ大胆な作品を一凱 i水
引 ア

ー
ト ギ ャ ラ リ

ー

人と人・心を結ボ元禄よ吟日まで
絶えることなく受け継がれた信州飯田の水引工芸。

殿堂という名にふさわしい、匠の館がここtジうりま坑

水引工芸を 「芸術性の高い

商品」として展示、販売する
コーナーです。

水引細工の美しさを心ゆく

までご堪能ください。
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飯
田
の
水
引
き
の
基
礎
を

つ
く
り

落
語
な
ど
で
も
語
り
継
が
れ
る

「女
七
元
結
」
の
資
料
を
は
じ
め
、

水
引
工
芸
の
歴
史
・文
化
な
ど

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、

お
■
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

お
楽
し
み
項
け
ま
す
。

え
森
の
結
び
に

ば
は
主
り
ま
坑

飯
田
和
紙

・
ぶ
引
の
歴
史
を
さ
覧
く
だ
さ
い
。

元
結
と
は
、
髪
を
束
ね
る
為

の
紙
組
の
事
を
い
い
、

晒
紙

（莉
紙
）
を
宿

っ
た
も
の
に
調
粉
を
塗
り
固
め
た
、

紙
で
あ
り
な
か
ら
非
弓
に
丈
夫
な
組
で
す
。

こ
の
元
結
か
普
及
す
る
以
前
ほ
麻
糸
や
旧
組
が
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
扱

い
易
さ
か
ら
〓
に

当
時
の
髪
結
床
の
必
需
品
と
し
て
曽
及

し
ま

し
た
。

飯
国
の
元
結
造
り
は
、
元
禄
時
代
飯
国
の
地
を
お
め
た

藩
主

「
堀
美
作
守
ッ親
昌

・の
産
業
政
策
に
始
ま
り
、

恵
ま
れ
た
環
境
と
良
草
な
水
や
聾
富
な
原
材
料

街
道
な
ど
の
流
通
経
路
な
ど
が
相
侯

っ
て
、

当
時
の
主
力
産
業
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
。

明
治
四
年
の
断
髪
令

に
よ
り
元
結
ほ

一泉
退
を
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

飯
田
の
業
者
は
水
引
に
転
じ
現
在
に

至

っ
て
お
り
ま
す
。

旅の思い出に水引工芸体

寧をL夕てみませムノか●

ご予約しヽただければ、何

名様でも対応させてしヽた

だきます。

●受講料金は、実費

水ll工芸の生花
皇太子様 tlヰロ田雅子様御納宋の儀

の折、縁起物の「鶴亀Jを献上する

●ご華癒,お麗い合わせは

キ支鈴り



卜 ＼ヽ
掲
非

汁
伊

ユ
貰
口
対

い
か
慧
斜
漂

H

加
い
叫

●

Ｚ

Ｆ

ヽ
消
勘
「
ヴ
席
Ｐ
３

亀

＼

Iと

＼

鶏

補

が

も

ロ
ナ
百
斗
Ｓい

山
Ⅳ
郎

国

周
，
Ｅ
柄
↓
日
●Ω

沖

ぃ
０
■
５
）

/ク

く
ぐ

ｔ
写
カ

＼
く
　
　
　
′
　
　
　
ノ

酎

『
一Ｆ
対
刃

生
ノ
か
ル
″

清
う

（四」Ｎ叶ギるん

ご和岩ぷ
予
林
●

干卜＼体

1   鳩
, 見

え

/ ア

す

耐
本
坪
ざ

，

難
い
三
跡

い

奇

鍬

い
お
匁
庫

合
特

沈

μ

ル

へげ
″ｏ
ゃ孫十）

（
仰
一
（
６
Ｓ

）

（
Ｗ
Ｏ
や
０
３
）

●
潔
祥

科

即

Ｓ

）

（いい）友さ‐

麗
章
剖

爛
ルトD B r 職

訴
半
導

錨
総

（，い「ｒ・巾〓引じ （淋
・調打
釜
ロ品ぇ麟

ず
督
口
●タイ＞〕膊

沸沸二
ミヽミ＼ベ

翌

　

ぁ圏
観
椰
憩

ぬ
丁
Ｊ
き

Ｏ
Ｊ
３
ゴ

，
〓
コ
モ
奇
し　
　
　
　
　
時
崎
▼

５
い
し
洋
こ

ア bい
品

―SYF油消鶏

斜
鮮
！其
理
！Ｈ
蹴
翻

嘉守ゴぃ

ぷ働


